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アオイゴケと力口リナアオイゴケ
(勝山輝男)

2004年にトカラ列島の黒島でアオイゴケを見

た際，神奈川県産のカロリナアオイゴケとの区

別について疑問を持ったが，そのままになって

いた. Flora Kanagawa No. 65で堀内洋氏がカ

ロリナアオイゴケについて報告されたの(堀内，

2007)と，生命の星 ・地球|尊物館の帰化催物

に関する講座 (2007年 9月 8日)の話の種

にと思い，調べ直してみた なお，この内容に

関しては前述の講座で話題提供し，2007年 9

月 12日，帰化植物メーリングリスト [natllrplant:

3301]に書き込みを行った.

カロリナアオイゴケ Dichondracarolinensis 

Michx.は， 1955年頃からダイコンドラの名で芝

生として用いられたもので(染谷， 1963)，森

(1 988 ) は『神奈川県櫛物誌 1 988~ でアオイゴ

ケとの区別点を保留しつつ，横浜市や湖南地域

への逸出帰化を報告した.当時，アオイゴケと

カロリナアオイゴケの区別点について書かれたも

のは，杉本検索誌(杉本 ，1978)のみで，ア

オイゴケは葉が腎円形で有毛，カロリナアオイゴ、

ケは卵円形で無毛と書かれていた.森 (1988)

はアオイゴケとカロリナアオイゴケの区別がはっき

り分からないまま，園芸j苫で売られているダイコ

ンドラと横浜市内で採集されたものが同じものと

判断してカロリナアオイゴ‘ケと同定した

アオイコーケD.micrantha Urbは世界の熱帯~

暖帯の庭や路傍の半裸地に生育する小型の多

年草で， 日本では千葉県以南に分布する.学

名は長い間，ニュージーランドを基準産地とす

るD.repens J.R. Forst. et G.Forst.が!'I=jし、られて

きたが，D. repensはオセアニア~マレーシア地

域に分布するもので，旧世界の熱帯~暖帯に広

く分布するものは D.micranthaが用いられるよう

になっている. Flora of Japan (Yalllazaki， 1993) 

や杉本検索誌(杉本， 1978)では，すでに D

micranthαが使用されている.アオイゴケの葉の

下面には伏した毛が密生するが，上面は無毛ま

たは疎らに短毛が生えるのに対して， D. repans 

は葉の両面に伏した絹毛が密生することで区別

できるとしづ (Webb et al.， J 988) 

カロリナアオイゴケ D.c正7ro/inensisは北米東南

部(テキサス~アーカンサス~パージニア以南)

とパミュー夕、諸島，パハマ諸島に分布するもの
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で，北米の古い植物誌 (Gleason，1952ほか)

ではアオイコウーと同様に D.repensが用いられ

ていたが，その後，D. repens var. caro/inensis 

(Michx.) Choisyに変更され，最近では独立種D

carolinensisとして扱われている

手前こにある北米の植物誌でアオイゴケD

micranthaとカロリナアオイゴケ D.caro/inensis 

を比l鮫した記述のある文献は少ないが，COITel 

& Correl (1972)や WlInderlin(1998)の検索

表によると，アオイゴケの花 (果)柄は花時に

葉柄の 1/4-1/2長で，上部で曲がり，等片の長

さは*高の 1.5-2倍で，果実は等片よりも長い 一

方，カロリナアオイゴケの花(果)柄は花時に

葉柄の 1/3-213長で，直立し，専片の長さは幅

の2-3倍あり，果実は等片と同長または短い.

これをもとに， 生命の星 ・地球博物館の神奈川

県産の標本をチェックしたところ，花や果実のあ

る標本は数点に限られるが，いずれも花柄はきわ

めて短く，柄の上部は屈曲し， 等片の長さは幅

の 2倍程度で，果実は等片よりも超出し，アオイ

ゴケ D.micranthaの特徴によくあう また，~神

奈川|県植物誌 200U(秋111，2001)に図示され

ているものもアオイゴケとみなせる. 生命の星 ・

地球博物館にある神奈川県産の標本は花や果

実のない標本も含めて，葉形や葉質に違いはな

く，アオイゴケ D.micranthaであると判断した.

それでは， 日本にカロリナアオイゴケは帰化し

ているのであろうか?~千葉県植物誌j) (大場，

2003')'はアオイゴケの葉は腎円形で中央部の幅

が広く，先端はやや凹頭，カロリナアオイコ‘ケの

葉は卵円形で、中央より下がもっとも幅一広く，先端

は平円形としているが，葉の形だけでの区別は

難しいと思う また，図示されているカロリナアオ

イゴケの写真も尊片の幅は広く，アオイゴケと区

別ができない 平凡社の『 日 本の帰化植物~ (山

崎， 2003)の記述は，カロリナアオイゴケのよう

にも思えるが，前述した区別点には言及せず，

葉がやや大きく，草事や果実に長い毛があること

でアオイゴクと区別できるとしている.しかし3 ア

オイゴケの専や果実にも長い毛が密生しており，

同者の区別点にはならないーまた，掲載されて

しも写真のうち， 三重県鈴鹿市のものは尊片が

幅広く，花柄も短く，明らかにアオイゴケである.

まだ十分な数の標本は検討していないが，確

実にカロリナアオイゴケと同定できる標本や写真



はまだ見ていない 日本産のカロリナアオイゴ、ケ

とされている標本については，前述した違いに着

目して再検討する必要がある 北米の太平洋側

のオ直物を扱ったAbrams(1951)には，アオイゴ

ケD.micrant加 がD.repensの名で掲載され，

熱帯原産で芝生に用いられ，逸出していると記

されている.しがって， 日本でダイコンドラの名

で栽培されるてきたものも，カロリナアオイゴケ D

carolinensisではなく，アオイゴ、ケそのものだった

可能性がある.野外あるいは園芸屈などで，カロ

リナアオイゴケD.carolinensisと思われる植物に

出会ったら，標本の作成と一報をお願いしたい.
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神奈川県内未記録植物の報告
(城川四郎)

1シソ科ヤグルマハッカ属の 2種

① ハリゲヤグルマハッカ (新称)Monarda 

dispersa SmalI 

観賞植物として栽培されるヤクソレマハッカやタ

イマツバナはヤク、/レマハッカ属 λ10nardaに所

属する.この属はアメリカではよく分化して多数

の種を形成しているが，日本ではこの属の自生

種はない.神奈川県で、はヤク守ルマハッカやタイ

マツバナの逸出として確認されたものがないた

め『神奈川県植物誌 1988~ にも『神奈川県植

物誌 200U にもヤク、/レマハッカ属は全く登場し

ていない.ヤクソレマハッカ属は花冠下唇が 3裂

し，雄ずい 2本は完全で， 2木が退化して小さ

い.花冠は明らかに唇形で約隔は長く伸びるな

どの点ではアキギリ属lこ一致する.しかし， 善が

2唇ではなく，等しく 5裂する点で区別されるー

さて，標題の植物は吉川|アサ子さんが 1998年

7月 l日に横浜市保土ヶ谷区で、採集し，勝山学
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Botanical Garden， New York. 
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芸員が Monardadispersa Smallと同定して，生

命の星 ・地球博物館に収納されていたものであ

る 一時帰化であろうとの判断から『神奈川県

植物誌 2001 ~ への記載を見送られたとしづ経緯

で，未記録であった.たまたま『千葉県植物誌』

のシソ科を担当した筆者が，検討不十分のまま

軽率にもヤクツレマハッカとした写真を見て疑問を

抱いた読者からの指摘を受け，改めて Monarda

について認識を深めるべく生命の星 ・地球博物

館で文献閲覧を主目的に勝山先生を訪れたとこ

ろ，提示された標本の l枚が前記の吉川標本で

あり， ~千葉県植物誌』で、ヤクツレマハッカと誤認

した植物も問穫であることが明らかになった.こ

のことを千葉県植物誌資料 NO.23に報告するに

あたり矢本種の和名をノサゲヤグ‘/レマッハッカ

と新称した.木種は北アメリカ原産の l年草で，

茎は高さ 20-45cm，葉は倒皮針形~広線形で

浅鋸歯があり，長さ 2-8cm，茎の頂端および上

部葉肢に花序が形成主れる 花序には長楠円

形，赤紫色の多数の目立った総包がある.総包



片の先は急に細まり，先端に針毛状の突起を持

つ著しい特徴がある.唇形花は淡桃色である.

蕃歯はきり状に長く伸びる.

標本ー 横浜市保土ヶ谷区花見台吉川アサ子

1998.7.1 KPM-NA0113385 

②Monarda mollis L. 

北アメリカ原産の多年草で，葉は厚くて硬い.

花序は頂部だけに形成され，主事歯は三角形で

l買部に密毛がある.この特徴は他のMonarda

にはない.松本雅人氏が 1999年 7月 2日に横

浜市瀬谷区で採集した標本を勝山学芸員が M

mollisと同定し，生命の星 ・地球博物館に保管

されているものがある この標本はかなり貧弱で，

植物の全体像を把握する資料としては不完全で

あるが，Monard，σの識別形質として重要な琴は

資料価値を失っていない 一時帰化の可能性

や標本状態を考慮して『神奈川県植物誌200JJ] 

への記載が見送られた経緯があって未記録であ

る しかし，前種ハリゲヤクールマハッカの件もあ

るので Monard，α情報として千葉県植物誌資料

No.23に報告した※ ある程度，全体像が把握

できる標本が得られた段階で和名の提唱を考え

たい

標本 ー横浜市瀬谷区上瀬谷松本雅人 1999.7.2

KPM-NAOlI5692. 

2コ1¥ノイラクサ UrticαlaetevirensMaxim. (イ

ラクサ科)

西丹沢のパス停留所を降りて山に向カう林道は

数え切れぬほど歩いているが，今まで不注意で

見逃していたのか3 新しく恨をおろしたものか，

2007年 10月 5日，バス停にほと、近い林道側壁

の上の斜面に，大きな株を形成している見慣れ

ない植物が生えているのに気がついた それを

コバノイラクサと同定した.コパノイラクサは木州

(近畿以北)，北海道，朝鮮，中国に分布があ

るとされているが普遍的な植物ではない.この植

物に関する図鑑類の記述にはかなり不一致な部

分もあり，今回の観察標本も疑問点が多い し

かし葉が倒卵形で単鋸歯，茎は多くの枝を開

出し，からまって大きな株をつくるとしづ基本的

な特徴は一致する 多年草で，茎の高さ 1mほ

ど，枝が頻繁に分かれて，株元がわからないほ

どからみあい， 4稜があり，密に下向きの細毛が

生え，上部には束Ij毛が散生する 葉は対生し，

5-10111111の葉柄があり，葉身は三角状卵形，長

-814回

さ30111111以下，11扇15111111以下，3行脈が目立ち，

12対以下の整った単鋸歯がある 上面には微

細な伏毛が密にあり，下面には聞出する細毛が

多い.刺毛は葉柄，枝に多く，葉身には少な

い 刺毛に触れると痛いが痛みはイラクサほどで

はない.托葉は各節に4片があるー花序は穂状

で葉肢に着く.しかし， 今回は雄花序の確認は

できず，結実していない貧弱な雌花序の標本し

か得られなかったので来シーズンの花期および

結実期の観察に期待したい イラクサ科の多くの

種では雌雄同株で]頁部葉月夜に雌花序，下部葉

肢に雄花序を着けるが，本種は]頁部葉服に雄

花序を着けるとしづ 私の観察は上記のようであ

るが，誠文堂新光祉の 「原色野外植物図譜 6Jl

(奥山， 1962)では茎の毛は上向きの細毛とし，

線画が示されている その植物写真の草姿はよ

く一致しているが，毛が上向きか下向きかは重

要な相違点になる 葉の大きさについて 4-10C111

とする文献が多いが 4C111程度とするものもある.

葉の長さ 3cm以下としづ今回の観察品が特に小

葉の変異種で、あったのか疑問に思うー生育環境

も渓流沿いの湿った林内とか，山の木陰とか記

されているー筆者の観察したものは不安定な環

境であり，校がからみ合って広がった株を形成し

ている姿は，撹乱された環境に進入する先駆的

植物のように見えた いろんな意味で今後の継

続検討が必要である.

標本。足柄ヒ郡山 北町東沢城川四郎

2007.10.12 KPM-NA0130364 iまカミ

※城川四郎， 2007千葉県植物誌 496頁3 シソ

科のヤクゃルマハッカはハリゲ、ヤクソレマハッカ

(新称)で、あった 千葉県植物誌資料 ，(23): 
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県央付近の新記録種について
(諏訪哲夫)

1東丹沢のルイヨウボタン (表紙写真)

東丹沢早戸川に近い林縁で/レイヨウボタン

Cαμlophllum robustumを記録したので報告

する.~神奈川県レッドデータ生物調査報告書

2006Jlおよび『丹沢大山動植物目録 2007Jlで

は絶滅種とされている植物について，報告の遅

れたことをお詫びしたい この植物に最初に気

づし、たのは厚木植物会の藤田千代子さんで，



2006年 5月 15日に花を観察したが，標本の採

集はしなかった.2007年 5月7日，再度訪れ，

標本を採集した.生育地はスギ槌林の林縁，北

向きの斜面で¥やや日陰の湿り気の多い環境で，

12株を確認した 近くにはミヤマキケマン，ヨゴ、

レネコノメ，コミヤマスミレが見られた.

標本 ー相模原市鳥屋 (TS-5襟高 300m)諏訪

哲夫 2007.5.7KPM-NA0129113 

2愛川町および厚木市新産のタシロラン

愛川町と厚木市で 2007年 7月，夕、ンロラン

Epipogium roseumを採集した.生育地は両者

とも落葉樹林の林縁 夕、ンロランは 1958年に三

浦半島で初めて記録され，現在は三iRiから真鶴

までの沿海地に普通とされているーしかし，内陸

部の愛川町や厚木市まで分布を広げたことは注

目すべきことと思われる

標本 愛川町八菅 (AI標高 350m)諏訪哲夫

2007.7.5 KPM-NAOI29112，厚木市中荻野

(AT-1 標高 70m)諏訪哲夫 2007.7.10KPM 

NA0129111 

3厚木市に逸出のシナサワグルミ

2004年，厚木市の中津川中州に 5mくらいの

樹高のシナサワグルミ Pterocaryastenopteraを

発見し，観察していたが， 2006年，河川整備

で根元から伐採された しかし，その後萌芽し，

現在 4m超， 3本の株立ちに成長している.

また， 2007年 6月，厚木市酒井の相模川河

川|敷の親水広場に樹高 10mのシナサワク、ノレミが

実をつけていた.10年前に植栽されたが，逸出

状態に近い

標本 ー厚木市三国 (AT-2標高 35m)諏訪哲

夫 2004.11.10ACM-PL31850，厚木市酒井

(AT-3標高 15m)諏訪哲夫 2007.6.27KPM-

NA0129109 

4厚木市荻野のシロパナタンポポ

荻野川|に近い畑の土手のシロバナタンポポ

日raxacumalbidumに気づき，2004年頃から

観察しているが， 2007年，標本を採集した.長

さ200mほどの南向きの土手に l月末から開花

する.1980年代に下荻野の道路際で見たことが

あるが，現在その付近では見られない

標本 厚木市中荻野 (AT-l標高 60m)諏訪

哲夫 2007.3.28KPM-NA0129108 

5厚木市飯山のアマナ (表紙写真)

2006年 4月，小鮎川に近い林縁にアマナ

-815-

Amana edulisの小群落が花をつけているのに

気づき， 2007年にも同様の状態を観察した.20 

株程度のもので，いつ失われても不思議でない

環境である これまで、は画像で、記録するにとど、め

ているが， 2008年には標本を採集したい.なお，

1950年代に厚木市中荻野で観察したことがある

が，最近，県央地区の標本の記録はないー『厚

木の花めぐりJl(諏訪， 2006)の50頁参照 調

査メッシュはAT-3，標高 120m

6厚木市中荻野のサガミラン (表紙写真)

2005年 7月， 雑木林の林縁にサガミラン

Cymbidium macrorhizon f0t111. aberransを3株

発見した 開花株は l株で， 2株はつぼみ.株

数が少ないので画像で記録するにとどめた.~厚

木の花めぐりJl(諏訪 ，2006)の66頁参照 調

査メッシュはAT-l，標高 90m.

7宮ヶ瀬の力ラコギカエデ

2007年7月，園地の奥，イロハモミジに混じっ

てカラコギカエデ‘Acerginnala var. aidzuenseが

実をつけていた宮ヶi額湖の造成に伴い植栽さ

れたもののようだが， 野生に近い状態で生えて

しもので記録しておきたい

標本 清川村富ケi頓・及沢 (KI-2標高 300m)

諏訪哲夫 2007.7.19KPM-NAOI29107 

B 宮ヶ瀬早戸川林道のヤマクルマパナ

標高 300m，日当りのよい林道J協の枝先を挿

し木にした所， 2ヶ月後の 2005年 7月22日開

花した小直が呂立つのでクルマバナと同定

しておいたが，再検討の結果，ヤマクルマバ

ナ Clinopodiumchinense ssp. grndijlorum var 

shibetchenseと同定したので報告したい.一見イ

ヌトウパナに似るが，次のような特徴がある.

①生育地は日当りがよい， ②専は繰色で，長

さ5I1lm， 白毛と腺毛がある，③専の下に長さ

4・5mD1，5-6本の目立つ小直があり毛が多い，

@花は 6-7mD1， 淡いピンク色，⑤葉はやや厚い

平凡社の『日本の野生植物革本国Jl(1981) 

の記載にほぼ一致するが，~丹 沢大山動植物目

録 2007Jlでは，中国産類似種との検討が必要

としている

標本 清)11村宮ヶ瀬(Kl-2標高 300m)諏訪

哲夫 2007.8.24KPM-NAO 1291 05 

注)文中の厚木植物会は， 県央フ守ロック会員を

中心に，標本の記録だけでなく，啓発，保全も

視野に活動している組織である (2007.9.10記)



平塚にアレチニシキソウ
(浜口哲一)

平塚市南原で，2007年 10月 23日に会

員の松下弓子氏によってニシキソウの l種

が発見され，検討の結果，アレチニシキソウ

Chamaesyce spで、あることが分かったので、報告

する 木種は平塚市内だけでなく，湘南エリア

からも初めての記録となるものである.

このニシキソウは，長さ約 1.5mmある果実を正

面から見ると，正三角形をしていて，その稜だ

けに長い白毛が生えている 『神奈川県植物誌

2001llによると，こうした特徴を持つ種としては，

アレチニシキソウ，ハイニシキソウの 2種があり，

茎の全周に毛が生えていること，種子の長さが

約 Immあることなどから，前者であると判断した

発見された場所は，横浜国立大学平塚農場入

り口付近の路傍で，数株が点在していた標本

は平塚市博物館に保存しである

標本平塚市南原浜口智一2007.11.5I-ICM未登録

アレチニシキソウ(平塚市南原 2007年 II月5
日浜口哲一撮影)

川崎にミズヒマワリ
(吉田多美枝)

2007年 9月， かわさき自然調査団昆虫班の

雛倉正人氏より，等々力緑地の池にミズ、ヒマワリ

が生えているというメーノレが入ったとしづ連絡が，

調査団事務局からあった.

9月 27日にミズヒマワリに対面すべく，等々 力緑

地に出掛けた場所については等々力緑地の池と

言うだけだったので，初めて見る植物でもあり，見

つかるかどうかが心配で、あったが，池を目指して行

くと大型の植物なので遠くカミらもそれと判った

等々力緑地には釣り堀にしている深い大きな池

と，自由に水辺に近づける小さくて浅い池があ
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る ミス、ヒマワリは小さくて浅い池の縁の水の中に

生えていた.台風で倒れたものが再び起きあがっ

て咲いている様子は，丈夫な植物だと言うことを

物語っていた.

1m x 1mの範囲に繁殖していたが，倒れて，

節から根を出している様子からは l株と見受けら

れた ちぎれた茎の節から根を出し，流れに乗っ

て移動すると言われているが，この池は独立して

いるので，今のところは他の場所への流出は心

配なさそうで、あるが，痩果の繁殖力が不明なの

で，この後の推移を見守りたい.

川崎市で、は初l主 『神奈川県植物誌 2001llに

も報告のない植物なので写真撮影の後，採集し

て標本にした

標本 川崎市中原区等々力(等々力緑地)

2007.9.27吉田多美枝 KYSI82990ほか

相模湖町のキセワタとアキノ/¥/¥コ
グサ

(秋山幸也)

相模原市立|専物館が，合併した新市域を対象

に実施している調査も丸 l年半が過ぎようとして

います 資料調査員の宮崎卓さんと相模原植物

調査会の有志のみなさんを中心lこめざましい成

果があげられていますが，中でも新産，希産の

記録がぞくぞくと出てきて，一部は前号までにご

報告しているとおりです 今回は， 2007年 10月

17日に実施した相模湖町寸沢嵐のとある林道で

の調査から，絶滅危↑具種 2種の現況についてご

報告します‘

キセワタLeonurusmacranthus Maxim. (シソ科)

『神奈川県レッドデータ生物調査報告書 200611

では，絶滅危↑具 18類. 日当たりの良い林道

法面下部の lヶ所で，先頭を歩いていた菅沼広

美さんが約 10株を発見されました.法面とし、うよ

りも林道の脇とし、った方がよい場所で，踏みつけ

や草刈りなどの撹乱の影響が強く，安定した立

地とは言えません.ただ，株はいずれも 1m以

上の大きなもので，個体群としては比較的健全

なのかもしれません もう少し早い時期に周辺を

よく探索すると，もっとたくさん見られるかもしれ

ません.ちなみに，その後の情報交換の中で，

同所において直前に菅津桂子さんも確認されて

いたことが分かりました.



標本 :相模原市相模湖町寸沢嵐 2007.10.17宮

崎卓 SCM29605

アキノ 1¥1¥コグサ Gnaphaliumhypoleucum 

DC. (キク科)

林道法面の被覆の隙間などに，数株が見られ

ました 林道を往復した調査行程の往路で，秋

山や宮崎さんがそれぞれ 「もしかしてこれはjと

思いつつ歩いていたのですが，折り返した直後，

数株自に見た個体が典型的な特徴を有してい

て，決め手となりました 個体数は少なく，キセ

ワタと同様，植生管理による撹乱の多い立地に

生育していました.本種は，健全種のノ¥ノ¥コグ、

サとの混同によって分布未確認の地域があるも

のと思われ，調査を進めれば周辺地域ではさら

に多く見られる可能性があります

標本 。相模原市相模湖町寸沢嵐 2007.10.17宮

鉢から出てきたショウジョウソウモドキ
(林辰雄)

同好者と団地の近くで，花壇の花作りの手伝

いをしている.間口 14mx奥行き 33mとかなり
広い場所で，雑草取りがたいへんな作業だが，

広いだけに思わぬ帰化植物や，栽培品からの

逸出と思われるものがし、ろいろ見られて，それは

それでおもしろい.イチビやオジギソウは今でも

ゲリラ的に芽をだし，数年前にはコエンドロが l

株花をつけた

2007年 8月 7日，鉢の中から見慣れない草

本が伸びているのに気がつき，調べてみたらショ

ウジョウソウモド‘キ Euphorbiahterophylla Lだっ

た.南アメリカ原産のこの植物は，沖縄には帰

化しているが， ~神奈川県植物誌 200111 による

と， 1997年 II月 24日に松本雅人が横浜市瀬

谷区の米軍通身隊付近の畑地で採集したのが，

本州での初めて記録ではなし、かとされ，その後

は記録されていないようで，一時帰化したものと

考えられている.この稀少な帰化植物が，なぜ

放置された植木鉢の中からでてきたのか，興味

があるので報告いたします

この鉢は直径 30cmほどで，春にフリージアの

球茎を植え込み，花が咲いて葉が黄色くなって

から煽りあげた後は，ずっと放置しておいたもの.

用土は花坦のものを使用したから，考えられるの

はフリージアの球茎に，ショウジョウソウモドキの
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崎卓 SCM29602.

なお，本調査の途中経過について，今年度末

に発行の相模原市立博物館研究報告第 17集

でご報告する予定です

左 ωキセワタ，右・アキノノ、ノ、コグ、サ(相模原市相模

湖町寸沢嵐2007年 10月 17日秋山幸也撮影).

種子がついていたのだろうということだが，長さ

3mmほどで凹凸のある卵形の、ンョウジョウソウモド

キの種子が，その大きさからして球茎に村着して

いたとも考えにくい.気がついた時は高さ 55cm

ほどになっていて，根元から 40cmのところから

二又分校を繰り返し，花はすで=に終わっていて，

杯状花序から径 6mmほどの苅果ができていた.

放置後は水もやらず，今夏の猛暑続きで土はか

らからに乾いていたが，それでLも枯れなかったの

は，かなり乾燥に強し、植物だと思われる.

ショウジョウソウの葉が長楕円状で，先端が三

角状に尖り中央部が深くくびれ，包葉が赤く色

づいて観賞価値があるのに比べ，ショウジョウソ

ウモドキの方は，葉が長楕円状披針形で，縁に

時に不規 ーや市…~ 長。 吋一一
則な突起

状の鋸歯

がでて，包

葉の基部

がわずかに

白くなる程

度で観賞

{凶値はな

く，両者の

違いは一

見して明ら

かである.

ショウジョウソウモドキ(横浜市栄区飯
島町 2007年 8月 7日林辰雄撮
影)



ツタの葉柄
(浜口哲一)

秋が深まりツタの紅葉が目立つ季節になった.

毎年，この頃になると不思議に思ってきたのは，

ツタの葉の葉柄と葉身の聞にはなぜ関節がある

のかということである.壁に張り付いたツタのつる

に，葉柄だけがつんつんと残っているのを見か

けることも多いので，関節の存在には気づかれ

ている方も多いだろう

今秋になって，この疑問にもしかして」とい

う答えが見つかった.若いツタの葉は，しばしば

3小葉からなる複葉になるが，ツタの場合，見か

け状は単葉になっても，その複葉としての性質を

いつまでも残しているのではなし、かと考えたので

ある複葉であれば， 1頁小葉も関節を持っていて 3

葉柄から離れて落ちるのはありふれたことだろう

単なる思いつきだ、し，どこかで、すて、に記事になっ

ているのかもしれないのだが， 自分のアイデアが

ちょっと嬉しかったので、書かせていただいた

『神植誌 oUの「植物の種類数」
の訂正

(田中f恵久)
『神植誌oUに掲載されてしも植物の種数は，
1456頁に「植物の種類数」として 4つの表によ

り示されているが，その一部に誤りがあり，~神

奈川県植物誌 2001正誤表 (2002年 2月 i

のもあると思われ，実際の神奈川県に分布する

植物の数自体も変化しているが，今後のために

記録を残しておく.

① 2番目の表の単子葉の帰化植物数は

1199(2)Jとなっているが，4番目の表の単子葉

の帰化は 1196Jとなっている 2番目の表の O

内の数字は雑種の数を示すものなので，雑種を

除いた単子葉の帰化植物の数が 2番目の表で

は 197となり， 4番目の表では 196となっている

ことになる

『神植誌oUで使用した見出しのデータベー
スを検討したところで， 2番目の表の数字により

算出した値が正しく，単子葉の帰化植物の雑種

を除いた数は 199-2=197が正しく， 196は誤りで

あることが判明した よって，帰化植物の合計は

832となる.

②掲載種数を算出したデータベースを再検したと

ころ，在来植物の雑種 5種を帰化植物としてカウ

ン卜していた.最初から雑種を除いている 4番目

の表は影響ないが(前述の単子葉植物の 196→

197の正誤は別)， 2番目の表は以下のものが正

しい，なお，この修正にともない， 田中 (2003

『神奈川県植物誌 2001J]に用いたデータによる

市1!1T村および一地域メッ、ンュご、との植物数 Flora

Kanagawa， (55): 684-687)の帰化植物の数もそ

れぞれ修正されるが，ここでは割愛した

在来 帰化 合計

日)J]に再掲されている.
シダ植物 328 (71) 5 (0) 333 (71) 

しかし，今更ではあるが，パソコン上のデー
裸子植物 21 (0) 2 (0) 23 (0) 

単子葉植物 613 (14) 198 (1) 811 (15) 
タに誤りがあり 3 その数を再度修正すべきで

双子葉植物 L盟主 (72)648 (20) 2，012 (92) 
あることが分かった.あまり大きな違いではな 離弁花 861 (53) 369 (]2) 1，230 (65) 

く， ~神植誌 O JJ] 刊行後， 新たに記録された 合弁花 503 (]9) 279 (8) 782 α7) 
植物もあり，各標本庫で同定が変更されたも 合計 L笠立一(157) 盟主一 (~.ll 3，179 (178) 

事務局より
論文の紹介

少し前のことですが，会員の金子紀子さんが，

田中肇さんほかの方々と，種生物学会の英文

誌 PlantSp巴ciesBiology Vol.21 No.3にガガイモ

の柱頭の位置や訪れる昆虫についての論文をま

とめられています.著作権などの関連で，その

内容を自分たちで広く配布で、きなかったようで、す

が，その期限も過ぎたため，http://hoI11巴page3
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nifty.com/o-kita/ga/gaga _ betu l.htmlで， PDFファ

イノレなどを見ることがで、きます(和文版も).ぜひ，

ご一読下さし¥

総会のご案内

2008年度の総会は，2008年4月 12日(土)，

13時より，相模原市立博物館において開催され

ますー総会後には田中肇さんによる講演「花と

昆虫一共生とだましあいの世界一Jも予定され

ております.ぜひ，ご参加ください.




